
しらかみニュース

多種様々な農業機械が、あきたスカイドームへ集結

今後の農作業に向けて、ＪＡが農業機械展示会を開催

▲最新農業機械を見定める来場者

　

第
26
回
秋
田
県
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
が
、
あ
き

た
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
６
月
12
日
と
13
日
の
２
日
間
開
催

さ
れ
、
合
計
５
千
人
の
来
場
者
が
訪
れ
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

屋
内
会
場
で
は
、
最
新
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン

の
ほ
か
、
メ
ー
カ
ー
自
慢
の
大
小
様
々
な
農
業
機
械
が

並
び
ま
し
た
。
ま
た
屋
外
会
場
で
は
、
大
型
農
業
機
械

の
試
乗
運
転
や
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

農
家
の
み
な
ら
ず
一
般

の
方
々
も
楽
し
め
る
展

示
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
７
月
31
日

ま
で
、
農
業
機
械
購
入

資
金
の
特
別
金
利
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
か
ら
購

入
予
定
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

生
育
状
況
と
市
場
動

向
等
の
確
認
を
行
う
た

め
、
り
ん
ど
う
生
産
組

合（
菊
地
昇
一
組
合
長
）

は
６
月
22
日
に
、
り
ん

ど
う
現
地
巡
回
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
行

政
お
よ
び
市
場
関
係
者

が
参
加
し
、
生
産
者
の

圃
場
６
ヶ
所
を
巡
回
し

て
、
今
後
の
管
理
指
導

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

担
当
者
が「
天
候
の
回
復
で
出
荷
時
期
は
例
年
通
り
。

た
だ
今
年
は
乾
湿
が
極
端
な
た
め
、
根
の
弱
い
も
の

は
立
枯
病
の
防
除
が
必
要
。」
と
呼
び
か
け
、
生
産

者
は
白
神
り
ん
ど
う
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
向
け
て
、

高
品
質
り
ん
ど
う
の
出
荷
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

さらなる品質向上と栽培面積拡大を目指す

収穫期を前に、りんどう現地巡回を開催

▲各圃場の生育状況を確認する参加者

　
Ｊ
Ａ
ね
ぎ
部
会
（
山

谷
初
男
部
会
長
）
は
６

月
28
日
、
こ
れ
ま
で
の

夏
ね
ぎ
生
育
状
況
を
確

認
し
、
今
後
の
栽
培
管

理
な
ど
を
検
討
し
合
う
、

夏
ね
ぎ
栽
培
研
修
会
を

能
代
西
高
校
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
生
産

者
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
、
西

高
校
生
徒
な
ど
約
50
名

が
参
加
。
は
じ
め
に
山
谷
部
会
長
が
「
天
候
不
順
で

生
育
に
影
響
が
出
て
お
り
、
今
後
は
昨
年
同
様
に
、

高
温
多
照
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
病
害
虫
防

除
に
努
め
て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
担
当
者
か
ら
、
生
育
状
況
や
管
理
方
法
に
つい
て

説
明
が
行
わ
れ
、
収
穫
期
を
前
に
生
産
者
と
生
徒
た

ち
が
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

７月早取りねぎ等の、栽培管理について説明を行う

特産の白神ねぎの収穫を前に、ねぎ部会が研修会を開催

▲天候に対応した栽培管理を呼びかける山谷部会長
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蟹座（6・22〜 7・22）　気持ちにゆとりが生まれ、のんびりできるはず。やるべき作業を早めに片付け、その後、自分の時間を満喫して


